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子
ど
も
が
達
成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う	

学
期
ご
と
の
目
標
と
成
果
を
蓄
積

　

美び

瑛え
い

町
立
美
瑛
東
小
学
校
は
２
０
１
１

年
度
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
始
め

た
。
そ
の
目
的
を
、
古
木
勉
三
校
長
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
小
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
目
指
す

の
は
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
自
分
の
役

割
に
対
す
る
責
任
感
な
ど
、
社
会
で
求
め

ら
れ
る
力
の
育
成
で
す
。
更
に
、
子
ど
も

が
将
来
に
夢
や
希
望
を
抱
く
よ
う
に
な
る

こ
と
も
目
標
の
１
つ
だ
と
、
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
楽
し

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
活
動
を
工

夫
し
て
い
ま
す
」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

従
来
の
教
育
活
動
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

学
年
ご
と
の
教
育
活
動
を
、
文
部
科
学
省

が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
む
基
礎
的
・
汎
用

的
能
力
と
し
て
掲
げ
る「
人
間
関
係
形
成
・

社
会
形
成
能
力
」「
自
己
理
解
・
自
己
管

理
能
力
」「
課
題
対
応
能
力
」「
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
」
に
当
て
は
め
、
再

構
築
し
た
の
だ（
図
１
）。
そ
の
ね
ら
い
を
、

倉
博
之
教
頭
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　

｢

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
礎
的
・
汎
用
的

能
力
は
、
教
科
指
導
を
含
め
た
全
て
の
教

育
活
動
で
育
む
べ
き
能
力
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
整
理
し
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

各
教
育
活
動
が
子
ど
も
の
将
来
に
ど
の
よ

う
に
つ
な
が
る
か
を
考
え
て
指
導
す
る
と

い
う
よ
う
に
、
先
生
方
の
意
識
が
変
化
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す｣

　

同
校
の
取
り
組
み
の
柱
は
、
活
動
の
記

録
と
な
る
「
マ
イ
ノ
ー
ト
」
だ
。
全
て
の

子
ど
も
に
フ
ァ
イ
ル
を
１
冊
ず
つ
配
布
し
、

次
の
３
種
類
の
カ
ー
ド
を
と
じ
る
こ
と
で

つ
く
り
上
げ
て
い
く
。

　

１
つ
め
は
「
目
標
カ
ー
ド
」（
P.　

図

２
）。「
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
」「
将
来
の
夢
」

な
ど
を
各
学
期
の
初
め
に
書
く
。

　

２
つ
め
は
、「
ふ
り
か
え
り
カ
ー
ド
」。

学
年
ご
と
に
決
め
た
教
育
活
動
に
つ
い
て
、

目
標
や
反
省
点
、
感
想
な
ど
を
書
く
。

　

３
つ
め
は
「
自
己
評
価
カ
ー
ド
」（
P.

　

図
３
）。
学
期
末
に
「
目
標
カ
ー
ド
」

や
「
ふ
り
か
え
り
カ
ー
ド
」
を
見
な
が
ら
、

学
期
内
の
自
分
の
行
動
を
４
段
階
で
評
価

し
、
自
覚
し
て
い
る
自
分
の
変
化
を
書
く
。

　

各
カ
ー
ド
は
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
内
容
が
進
化
す
る
。
低
学
年
で
は
学

校
生
活
へ
の
適
応
や
自
己
を
知
る
こ
と
が

中
心
だ
が
、
中
学
年
で
は
友
だ
ち
と
の
か

か
わ
り
、
高
学
年
で
は
集
団
の
中
で
の
自

己
の
役
割
と
責
任
な
ど
の
視
点
が
加
わ
る

６
年
間
の
記
録
「
マ
イ
カ
ー
ド
」で

子
ど
も
の
夢
や
希
望
を
育
む

北
海
道
美
瑛
町
立
美
瑛
東
小
学
校

美
瑛
町
立
美
瑛
東
小
学
校
で
は
、目
標
を
持
ち
、そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
続
け
る
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
、

１
年
生
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
の
教
育
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
再
構
築
し
、

子
ど
も
が
自
分
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る「
マ
イ
ノ
ー
ト
」に
取
り
組
む
こ
と
で
、将
来
に
目
を
向
け
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
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９
月

10
月

４つの基礎的・汎用的能力をどの教育活動で伸ばせるかを抽出し、学年ごとに一覧化。「国」
は国語、「学」は学級活動、「行」は行事というように、教育活動の種類を略称で表している

基礎的・汎用的能力
人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

国：

外：

学：
児：
ク：

パネルディスカッ
ションをしよう
できることをしょうか
いしよう
人の立場
委員会
クラブ

国：
音：
行：

川とノリオ
スクールバンド
持久走大会

情報の理解・選択・処
理等
本質の理解
原因の追求
課題発見
計画立案　　実行力
評価・改善

●

●

●

●

●

●

自己の役割の理解
前向きに考える力
自己の動機付け
忍耐力
ストレスマネジメント
主体的行動

●

●

●

●

●

●

他者の個性を理解す
る力
他者に働き掛ける力
コミュニケーション・ス
キル
チームワーク
リーダーシップ

●

●

●

●

●

●

図：
道：
12年後のわたし
どうも私にはわから
ない

児：
児：
児童会選挙
児童総会

学：学級の議題

行：すずらん大学交流（夏祭り集会）

図：
学：
12年後のわたし
学芸会に向けて

国：
国：
体：
児：

ぼくの世界、きみの世界
意見文を書こう
ゴール型
委員会

学：
学：
行：

学芸会に向けて
学級の議題
教育相談

道：感じ取る心

道：
行：
もうひとつの親切
学芸会実行委員会

行：学芸会

等

学ぶこと・働くことの意
義や役割の理解
多様性の理解
将来設計
選択
行動と改善

●

●

●

●

●

等等等

美瑛町立美瑛東小学校校長

古木勉三
ふるき・べんぞう

「子ども一人ひとりをしっか
り見取り、秘められた可能性
を引き出したい」

美瑛町立美瑛東小学校

吉川克幸
よしかわ・かつゆき

４学年担任、キャリア教育
推進。「褒める時も叱る時も
全力を尽くしたい」

北海道美瑛町立美瑛東小学校
◎1971（昭和４６）年開校。北海道中央部の田園地帯
に位置する。２０１１年度、北海道教育委員会から「マ
イノート」開発協力校に指定されて以来、キャリア
教育に力を入れている。また、家庭で何を学習すれ
ばよいかを発達段階に応じて具体的に示した「家庭
学習のしおり」を子ども全員に配布するなど、家庭
学習の習慣化を目指した取り組みも盛んである。

校長	 古木勉三先生
児童数	 １４７人
学級数	 １２学級（うち特別支援学級６）
所在地	 〒０７１-０２０１
　　　　北海道上川郡美瑛町丸山 2-8-15
TEL	 0166-92-1205
URL	 なし

と
い
う
具
合
だ
。

　
「
マ
イ
ノ
ー
ト
」
は
卒
業
ま
で
使
い
、

６
年
分
の
カ
ー
ド
を
蓄
積
す
る
。
そ
の
意

義
に
つ
い
て
、
４
学
年
担
任
で
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
担
当
の
吉
川
克
幸
先
生
は
話
す
。

　
「『
マ
イ
ノ
ー
ト
』
を
見
る
と
、
こ
れ
ま

で
自
分
が
ど
の
よ
う
な
目
標
を
立
て
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
何
を
し
て
き
た
か
が
一

目
で
分
か
り
ま
す
。
子
ど
も
が
自
分
の
成

長
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
更
に
高
い
目
標
を

抱
き
、
実
現
す
る
た
め
に
努
力
を
続
け
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
目
標
を
達
成
で

き
て
い
な
く
て
も
、
自
分
で
立
て
た
目
標

で
す
か
ら
、
何
が
い
け
な
い
の
か
を
確
か

め
、『
も
っ
と
頑
張
ろ
う
』
と
思
う
は
ず

で
す
。
子
ど
も
の
気
持
ち
を
前
向
き
に
し

て
く
れ
る
ノ
ー
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
「
マ
イ
ノ
ー
ト
」
は
北
海
道
教
育
委
員

会
上か

み

川か
わ

教
育
局
が
進
め
る
取
り
組
み
だ
が
、

同
校
は
子
ど
も
が
書
き
や
す
い
よ
う
に
、

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
。
例
え
ば
、「
ど
う

書
い
た
ら
よ
い
か
が
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
子
ど
も
が
多
か
っ
た
「
自
己
評
価
カ
ー

ド
」
は
、
負
担
を
減
ら
そ
う
と
記
述
欄
を

少
な
く
し
、
評
価
項
目
の
文
言
を
子
ど
も

に
分
か
り
や
す
い
表
現
に
改
め
た
。

　

ま
た
、
２
つ
以
上
の
教
育
活
動
に
つ
い

て
書
く
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
「
ふ
り

か
え
り
カ
ー
ド
」
も
、
い
く
つ
に
す
る
か

は
担
任
に
任
せ
、
運
動
会
や
学
芸
会
な
ど

の
行
事
を
振
り
返
る
こ
と
を
勧
め
た
。

　
「
行
事
は
子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
い
活

動
で
あ
り
、
目
標
を
立
て
る
こ
と
や
達
成

す
る
こ
と
に
真
剣
に
な
る
た
め
、
有
意
義

な
振
り
返
り
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
我
々

教
師
に
と
っ
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意

義
を
理
解
す
る
取
り
掛
か
り
と
し
て
適
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
吉
川
先
生
）

家
庭
と
の
連
携
を
強
め

取
り
組
み
を
更
に
充
実
さ
せ
た
い

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
始
め
て
３
年
目
に
入

り
、
将
来
に
目
を
向
け
る
子
ど
も
が
増
え

て
き
た
。
13
年
度
の
文
部
科
学
省
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
は
、
６
年
生

の
ほ
ぼ
全
員
が
「
将
来
の
夢
や
希
望
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
と
い
う
。

美瑛町立美瑛東小学校教頭

倉　博之
くら・ひろゆき

「子どもとも保護者とも先生
方とも、誠実に向き合ってい
きたい」

美瑛町立美瑛東小学校

二階堂めぐみ
にかいどう・めぐみ

教務主任。「教師が元気に明る
く接すれば、子どもは心から
の笑顔を返してくれる」
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図１　キャリア教育年間計画表（６年生）

＊同校の資料を基に編集部で作成



ベネッセのデータでみるベネッセのデータでみる

子どもの学び子どもの学び

経年変化を見ると、学校の
指導や取り組みに対する
満足度は全体として年々高
まっており、80％を超すも
のも多い。ただし、「将来の
進路や職業について考え
させること」についての満
足度は35～39％程度と低
く、年を経ても高まってい
るとはいえない

保護者の子どもへの期待は手に職をつけること
子どもの将来に期待すること（回答：全国の公立の小学２年生、小学５年生の子どもをもつ保護者）

学校の指導や取り組みに対する満足度（回答：全国の公立の小学２年生、小学５年生の子どもをもつ保護者）

0 10020 60 8040
（%）

0 10020 60 8040
（%）

保護者のキャリア教育に対する満足度は高くない

出典：ベネッセ教育総合研究所「学校教育に対する保護者の意識調査2012」（2013）
調査時期は、2004年調査は2003年12月～2004年1月、2008年調査は2008年3月、2012年調査は2012年11月～2013年1月、調査対象は、2004年調査は全国の公立
の小学2年生・小学5年生の子どもをもつ保護者4,106人、2008年調査は全国の公立の小学2年生・小学5年生の子どもをもつ保護者3,348人、2012年調査は全国の公立
の小学2年生・小学5年生の子どもをもつ保護者3,938人、調査方法は学校通しによる家庭での自記式質問紙調査

注１）数値は「とても満足している」と「まあ満足している」の合計

注１）数値は2012年調査 注２）11項目中、一部を抜粋して紹介

注２）経年比較が可能な11項目中、一部を抜粋して紹介

2004年
2008年
2012年

とてもあてはまる
あまりあてはまらない
まったくあてはまらない
無回答・不明

まああてはまる

保護者が子どもに期待するのは、
手に職をつけたり、人なみの生活
を送ったり、高度な専門資格を身
につけたりすることで、それぞれ「と
てもあてはまる」と「まああてはま
る」の合計が80％を超える。一
方で、地元で就職することへの期
待（「とてもあてはまる」と「まあ
あてはまる」の合計）は40％程度
と高くなく、国際的に活躍するこ
とへの期待も30％程度にとどまる

手に職をつけてほしい

人なみの生活がおくれればよい

将来役に立つ高度な
専門資格を身につけてほしい

学芸会や音楽会などの
文化活動

教科の学習指導

運動会などのスポーツ活動

社会のマナーや
ルールを教えること

先生たちの教育熱心さ

学ぶ意欲を高めること

学校の教育方針や指導状況を
保護者に伝えること

将来の進路や職業について
考えさせること

人の助けになる仕事をしてほしい

人に尊敬される仕事についてほしい

レベルの高い学校に
進学してほしい

地元で就職してほしい

国際的に活躍できる人に
なってほしい

45.2 40.5 7.7 5.9
0.7

30.6 53.6 7.8 6.6
1.5

39.1 43.7 9.4 6.1
1.7

29.0 48.3 15.2 6.3
1.2

34.09.3 37.3 12.0 7.4

12.7 28.0 39.0 13.3 7.0

23.97.0 50.6 11.1 7.3

77.6
81.1

84.4

77.9
79.7

83.1

80.3
84.2

82.1

70.7
73.8

80.1

66.8
68.6

74.0

64.0
65.0

72.5

56.6

35.1

35.7
38.8

65.6
70.7

20.2 41.5 29.3 6.6
2.4

上記の関連データはコチラ！
http://berd.benesse.jp/
＊「調査・研究データ」コーナーをご覧ください

キャリア教育や、学習法をサポートする
６年生向けの副教材を無料でご提供します
ベネッセは２００７年度から「家庭学習に関する冊子」などを先生方やご家庭に無料で提供する「学び応援
プロジェクト」を実施しております。2012年度は、のべ約１５,０００校から約１6０万冊ものお申し込みをいた
だきました。
２０１3年度は、６年生の児童向けに、キャリア教育の授業で自分の将来について考え、中学以降につなが
る「学ぶ意欲」と「自分でできる自信」を育むサポートをします。ぜひ貴校の教育活動にお役立てください。ただ今、
事前予約を受付中です。詳しくはホームページまたは本誌同送のチラシをご覧ください。

学校＆家庭　学び応援プロジェクト　ホームページ　http://www.benesse.co.jp/manabiouen/

2013年
締め切り

12/20
金

30

　
将
来
に
対
す
る
子
ど
も
の
関
心
を
更
に

高
め
る
た
め
に
、
保
護
者
へ
の
情
報
発
信

に
も
力
を
入
れ
る
。
12
年
度
に
は
、
ロ
ケ

ッ
ト
を
開
発
す
る
地
元
企
業
の
経
営
者
の

講
演
会
を
授
業
参
観
日
に
行
い
、
努
力
す

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
保
護
者
に
も
聞

い
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
古
木
校
長
が
年

度
初
め
に
保
護
者
総
会
で
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
話
し
た
り
、
学
校
だ
よ
り
で

子
ど
も
の
な
り
た
い
職
業
と
理
由
を
紹
介

し
た
り
し
て
、
保
護
者
か
ら
の
働
き
掛
け

も
呼
び
掛
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
庭

と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
、
取
り

組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
、
教
務

主
任
の
二
階
堂
め
ぐ
み
先
生
は
話
す
。

　「
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
社
会

人
で
あ
る
保
護
者
と
、
夢
や
希
望
に
つ
い

て
話
す
こ
と
で
、
子
ど
も
は
自
分
の
将
来

に
更
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で

す
。『
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
』
と

い
う
気
持
ち
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
」

　
古
木
校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
話
す
。

　「
本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
先
生
方
と
も
保
護
者
と
も

密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

一
丸
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希

望
を
持
て
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
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評価欄は、４つの基礎的・汎用的能力を細分化した12項目について、自己評価を
４段階で書く。記入欄は、１・２学期は次学期で頑張りたいこと、３学期は１年間の
振り返りと次の学年で頑張りたいことを書く

記述内容は発達段階により異なり、例えば「友だちと協力して取り組
みたいこと」は、低学年では「がっこうせいかつのなかでがんばりたいこ
と」、高学年では「学級の仕事や委員会活動で挑戦したいこと」となる

図３　自己評価カード（中学年用） 図２　目標カード（中学年用）

＊同校の資料をそのまま掲載 ＊同校の資料をイラストを削除して掲載



ベネッセのデータでみるベネッセのデータでみる

子どもの学び子どもの学び

経年変化を見ると、学校の
指導や取り組みに対する
満足度は全体として年々高
まっており、80％を超すも
のも多い。ただし、「将来の
進路や職業について考え
させること」についての満
足度は35～39％程度と低
く、年を経ても高まってい
るとはいえない

保護者の子どもへの期待は手に職をつけること
子どもの将来に期待すること（回答：全国の公立の小学２年生、小学５年生の子どもをもつ保護者）

学校の指導や取り組みに対する満足度（回答：全国の公立の小学２年生、小学５年生の子どもをもつ保護者）

0 10020 60 8040
（%）

0 10020 60 8040
（%）

保護者のキャリア教育に対する満足度は高くない

出典：ベネッセ教育総合研究所「学校教育に対する保護者の意識調査2012」（2013）
調査時期は、2004年調査は2003年12月～2004年1月、2008年調査は2008年3月、2012年調査は2012年11月～2013年1月、調査対象は、2004年調査は全国の公立
の小学2年生・小学5年生の子どもをもつ保護者4,106人、2008年調査は全国の公立の小学2年生・小学5年生の子どもをもつ保護者3,348人、2012年調査は全国の公立
の小学2年生・小学5年生の子どもをもつ保護者3,938人、調査方法は学校通しによる家庭での自記式質問紙調査

注１）数値は「とても満足している」と「まあ満足している」の合計

注１）数値は2012年調査 注２）11項目中、一部を抜粋して紹介

注２）経年比較が可能な11項目中、一部を抜粋して紹介

2004年
2008年
2012年

とてもあてはまる
あまりあてはまらない
まったくあてはまらない
無回答・不明

まああてはまる

保護者が子どもに期待するのは、
手に職をつけたり、人なみの生活
を送ったり、高度な専門資格を身
につけたりすることで、それぞれ「と
てもあてはまる」と「まああてはま
る」の合計が80％を超える。一
方で、地元で就職することへの期
待（「とてもあてはまる」と「まあ
あてはまる」の合計）は40％程度
と高くなく、国際的に活躍するこ
とへの期待も30％程度にとどまる

手に職をつけてほしい

人なみの生活がおくれればよい

将来役に立つ高度な
専門資格を身につけてほしい

学芸会や音楽会などの
文化活動

教科の学習指導

運動会などのスポーツ活動

社会のマナーや
ルールを教えること

先生たちの教育熱心さ

学ぶ意欲を高めること

学校の教育方針や指導状況を
保護者に伝えること

将来の進路や職業について
考えさせること

人の助けになる仕事をしてほしい

人に尊敬される仕事についてほしい

レベルの高い学校に
進学してほしい

地元で就職してほしい

国際的に活躍できる人に
なってほしい
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上記の関連データはコチラ！
http://berd.benesse.jp/
＊「調査・研究データ」コーナーをご覧ください

キャリア教育や、学習法をサポートする
６年生向けの副教材を無料でご提供します
ベネッセは２００７年度から「家庭学習に関する冊子」などを先生方やご家庭に無料で提供する「学び応援
プロジェクト」を実施しております。2012年度は、のべ約１５,０００校から約１6０万冊ものお申し込みをいた
だきました。
２０１3年度は、６年生の児童向けに、キャリア教育の授業で自分の将来について考え、中学以降につなが
る「学ぶ意欲」と「自分でできる自信」を育むサポートをします。ぜひ貴校の教育活動にお役立てください。ただ今、
事前予約を受付中です。詳しくはホームページまたは本誌同送のチラシをご覧ください。

学校＆家庭　学び応援プロジェクト　ホームページ　http://www.benesse.co.jp/manabiouen/

2013年
締め切り
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http://benesse.jp/berd/center/open/report/hogosya_ishiki/2013/



